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医療扶助の実施における留意点について（通知） 

 

 生活保護法による医療扶助の実施につきましては、日頃からご理解とご協力をいただき厚くお礼

申し上げます。医療扶助について、従来から、医療機関や生活保護受給者からの問い合わせの多い

事項について下記の留意点を確認いただきますようお願いいたします。 

 

１．患者に負担を求めることができない「実費徴収」について 

「療養の給付と直接関係ないサービス等の取扱いについて」（平成１７年９月１日保医発第０９０１

００２号）により、下記のとおり示されていますので、あらためてご確認いただきますようお願い

いたします。 

 

 

                 

 

 

 

また、具体的な例について、裏面（平成１６年度に大分県保護監査室（現 大分県地域福祉推進

室）より、県内の指定医療機関あてに送付した文書）に記載されていますので、併せて内容の確認

をお願いします。 

 

２．治験や特別の療養環境（差額ベッド）等の保険外併用療養費について 

 生活保護法による医療扶助においては、長期入院選定療養を除く保険外併用療養費（治験や特別

の療養環境（差額ベッド）等に係るもの）の支給は認められていません。（特記事項欄に「薬治」「器

治」の記載のあるレセプト請求は認められていません。） 

 なお、治験については、製薬会社等が入院、手術、処置等の保険診療部分や治験期間以外の前後

の観察期間を含めて、治験に係る費用を全額負担するような場合には、生活保護受給者の治験の参

加は可能です。このような場合において、生活保護受給者が治験に参加するようなケースが発生し

た場合には、福祉事務所において謝礼の有無等を確認させていただく必要がありますので、事前に

連絡をいただきますようご協力お願いいたします。 

 

 

【実費徴収の考え方について】 

療養の給付と直接関係ないサービス等は実費徴収が認められる。 

 

療養の給付と直接関係ないサービス等とはいえない
・ ・ ・ ・

もの
・ ・

は実費徴収が認められない。 

 

 

大分市福祉事務所 生活福祉課 

医療担当班 佐野・梶原 

電話 ０９７（５３７）５６２１（班直通） 

 

（裏面あり） 



 

 

 

 

 

平成１６年度の当時の文書ですが、下記の取扱いに変更点はありません。 

「療養の給付と直接関係ないサービス等の取扱いについて」（平成１７年９月１日保医発第０９０１０

０２号）（平成２８年６月２４日最終改正）と併せて確認をお願いします。 


